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●近鉄阿倉川駅より西へ徒歩約8分

●近鉄四日市駅よりタクシーで約10分

●三重交通バス羽津山経由Jヒルズ行
 （病院前下車）

●生活バス（四日市羽津医療センター下車）

●東名阪、四日市東インターから約10分

四日市羽津医療センター 検 索

２３

１

病院と地域を結ぶ

31VOL.
'16.10月発行：四日市羽津医療センター　編集：四日市羽津医療センター広報委員会

〒510-0016　三重県四日市市羽津山町10番8号　TEL 059-331-2000
URL http://www.yokkaichi.jcho.go.jp 

編集協力：TCK NagoyaHADU NAVI

IC

四日市東
インター

山手
中学校 ピアゴ

スギ薬局

三重イセキ

三重BK

百五BK

一号館

ホンダ

日産

八田

霞
ヶ
浦
町

羽津

金場

三ツ谷

BS
アラキヤ

至名古屋

至津
海蔵橋

四
日
市

ド
ー
ム東

名
阪
自
動
車
道

富
士
電
機

J
R
関
西
本
線

近
鉄

阿
倉
川
駅

四日市羽津
医療センター

N

2016秋

　　　　　　　　　猛暑の夏もようやく終わり、爽やかな季節となりました。今年開催の
リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックでは、数々の感動的シーンがあり、2020年
東京オリンピックへの期待が高まっています。健康志向の高まりとともに、運動への関心が
定着してきた今日この頃。食欲の秋も楽しみながら、自分なりに無理せずできる運動を考え、
健康的な毎日を送りたいものですね。
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携

〜
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
〜

〜
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
〜

羽津北小学校4年生の生徒さんが 当介護老人保
健施設に夏休みを利用し、慰問に来てくれました。

チビッコ カウボーイ
がやってきた!!

羽津北小学校校歌

生みの親と共に・・・

作詞者：荒木 浩子 様

荒木さんの孫 ：荒木 里佳子 様

     　　　　　(ソプラノ歌手)

披 露 内 容 
歌披露　3曲 ・ 校歌
手遊び　茶摘み
ダンス
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在宅医療と介護の連携

施設長　
木村　光政
施設長　
木村　光政
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と
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医療アクション特 集

栄養士が考える旬の健康食

◆情報to（通）情報to（通）
◆私が伝えたい！はづの魅力◆私が伝えたい！はづの魅力

◆情報to（通） ● ご意見に答えるコーナー

◆おすすめ!!「季節を食す」

◆私が伝えたい！はづの魅力

◆介護特集

◆部署紹介〈居宅介護支援センター〉

◆ホッ得！　今回のお題 【当院の防災対策】
健康にまつわる選りすぐりの知恵。

◆ホッ得！　今回のお題 【当院の防災対策】
健康にまつわる選りすぐりの知恵。

在宅医療と介護の連携
2～4P

5・6P

7・8P

9・10P

11P

12P

15P

13・14P

16P

◆外来診療担当表 17・18P

～一人ひとりにあったサービスの提供を～

〈在宅介護支援センター〉
〈介護サービス〉

◆教えてコーナー
院内外のホットニュース

◆教えてコーナー
院内外のホットニュース

◆自遊自在〈ネクタイ〉

　
今
後
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
に

向
け
て
国
や
県
・
市
町
村
で
様
々
な
施

策
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
も
、
昨
年
４
月
に
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
を
稼
働
し
、
併
設
に
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
市
内
の
在

宅
医
療
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
在

宅
医
療
と
介
護
を
結
ぶ
施
設
と
し
て
、

併
設
の
介
護
老
人
保
健
施
設
が
あ
り
ま

す
。

知っておきたい！

出典）
1990年：総務省「国税調査」および「人口推計」
2035年：国立社会保障・人口問題研究所
「日本の将来推計人口（2013年1月推計）：出生中位・死亡中位推計」

高齢化図

　
今
回
は
そ
の
介
護
老
人
保
健
施
設

に
つ
い
て
の
特
集
で
す
。
当
院
の
副

院
長
で
も
あ
り
施
設
長
で
も
あ
る
木

村
先
生
に
そ
の
想
い
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

木
村
医
師
よ
り

　
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
頼
も
し
い

限
り
で
す
が
、
さ
す
が
に
80
歳
を
過

ぎ
る
と
体
力
・
気
力
の
衰
え
が
急
速

に
進
展
し
ま
す
。
更
に
認
知
症
も
多

く
な
り
、
自
分
一
人
で
は
身
の
回
り

の
世
話
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
当
施
設
で
は
、
そ
う
し
た
方
を
多

く
の
職
員
が
支
え
て
お
り
、
な
か
な

か
報
わ
れ
る
事
の
少
な
い
苦
労
の
多

い
仕
事
で
す
が
、
「
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
日
々
接

し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
一
人
ひ
と
り
に
は
、
そ

の
人
の
置
か
れ
た
立
場
、
経
歴
、
生

活
力
、
家
族
力
な
ど
に
違
い
が
あ
り

ま
す
が
、
人
生
の
仕
上
げ
期
間
を
、

少
し
で
も
在
宅
で
穏
や
か
に
過
ご
し

て
頂
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

スタッフ集合
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やわらかな日差しと
笑顔があふれる・・・

元気な「おはよう」
        が聞こえます

通所リハビリテーションにチビッコカウボーイが慰問

「附属介護老人保健施設」は、症状が安定しており、入院する必要は無いが、リハビリテ
ーション・看護・介護を必要とする方に入所していただき、日常生活訓練を行い、お年寄りの
自立を支援して家庭復帰を目指していくことを目的とした施設です。

笑顔があふれる・・・
「附「附「附「附「附附附附附「附附附附附「附「附「「「 属介属介属介属介属介属介介介介属介属介属介属介属介介属介属介属介属介属介属属介護老護老護老護老老護老護老護老老老護老護老護老護護老護老護老護老人保人人保人保人保人保人保人人保人保人保人保人保人人人保保保保保人保健施健施健施健施健施健施健施健施健施健施健施健施健施健施健施施健施設」設」設」設」設設」設」設」」」設」設設設設」設設」設 は、は、は、は、はは、は、はは、ははははは、ははは、は、症症症状症状症状症状症状症症状症状症状症状症状症症状症状症状症状症 が安が安が安が安が安が安が安が安が安が安がが安が安が安が安が安が安がが安安定し定し定し定し定しし定し定し定し定し定しし定定し定し定し定定定定 てておておておておておておておておておておておておておおおおおおりり、りりり、り、りり、り、り、りりり、りりりりりりりり 入入入院入院入院入院入院入院入入院入院入院入院入院入入院院院院院入入 すするするするするするするするするするするするするするするするるすするる必要必要必要必要必要必要必要必要必要必要必要必要必要必要必要必要必要必要は無は無無はは無は無は無は無は無は無は無は無は無は無は無いがいいがいがいがいがいがいがいがいがいがいがいがいがいがいががいがががが、リ、リリ、リ、リ、リ、リ、リリリリ、リリリリリリ、リハビハビハビビハビハビハビハビハビハビハビハビハビハビハビハビビビビリテリテリテリテテリテリテテリテリテリテリテリテリテリテリテリテリテリテテ
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「附属介護老人保健施設」は、症状が安定しており、入院する必要は無いが、リハビリテ
ーション・看護・介護を必要とする方に入所していただき、日常生活訓練を行い、お年寄りの
自立を支援して家庭復帰を目指していくことを目的とした施設です。

認知症カフェでは認知症を患っておられる患者さんとその家族、
地域住民、専門職等の誰もが気軽に集い交流し、認知症になっ
ても住み慣れた地域で安心して生活できる環境を作ることを目的
としています。
認知症の人に対する支援に関わっている専門職がいますので

色々な相談やアドバイスが出来ると思います。

入　　所

利用できる方
　介護保険被保険者証をお持ち
方で、介護が必要と認められた
方。（要支援の方は除きます。）

サービス内容
　お年寄りの自立を支援して、家
庭復帰をお手伝いさせていた
だきます。

●リハビリテーション
●日常生活訓練
●食事、入浴、排泄などの看護、介
護サービス
●診察、血圧測定などの医療サー
ビス
●教養娯楽のためのレクリエー
ションサービス

利用できる方
　介護保険被保険者証をお持ちの方で、介護が必要と
認められた方。

サービス内容
　ご家庭などでお年寄りのお世話をされている方が、旅
行などで家を留守にされるときに、お世話をさせてい
ただきます。

短期入所（ショートステイ）

利用できる方
　介護保険被保険者証をお持ちの方で介護が必要と認
められた方

サービス内容
　ご家庭で療養されている方が、日帰りで参加していた
だくコースです。

通所リハビリテーション

四日市羽津医療センター附属介護老人保健施設

■ お問合せは
四日市羽津医療センター
附属介護老人保健施設

電話　　０５９-３３４-３３８８
FAX　　０５９-３３４-３３77

認知症
カフェひ

まわり

営業始めました
！

ご利用いただける方
☆認知症と診断された方（又は疑いのある人）とその家族

☆認知症について関心のある地域の方

お菓子付き
ドリンク ￥100 担当窓口　　　川添・長井

裏表紙の

掲示板も見てね

子供達からの折鶴のプレゼントに表

情豊かに・気持ちも穏やかにステキ

な時間を共に過ごしました。
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教
　
え
　
て
　
コ
　
ー
　
ナ
　
ー

詳しく知りたい！！
「訪問リハビリ」について

詳しく知りたい！！
「訪問リハビリ」について

日常生活動作のリハビリテーション

身体能力のリハビリテーション

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
患
者
様
が
ご
自
宅
か
ら
病
院
に
通
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
当
院

か
ら
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
ご
自
宅
に
訪
問
さ
せ
て
頂
き
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
可
能
で
す
。
ご
自
宅
に
て
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

お問い合わせ先
地域連携室すずらん
TEL：059-331-6003（直通）
FAX：059-331-6004（直通）

お問

1 具体的なサービス内容
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　・食事、着替え、トイレ動作、入浴動作などの訓練

　・屋内、屋外での歩行訓練（補助具の検討・調整）

　・家事動作の訓練

　・福祉用具の相談

　・介護者への介助方法指導など

　・筋肉をつけるための運動

　・筋肉のこわばりを防ぐストレッチ・リラクゼーションなど

・介護認定を受けていること

・ご自宅が当院から10km圏内であること

・当院で3ヵ月に1回受診していただく必要があります

※医療の場合は当院では特定疾患の認定を受けていることが条件

まずは、主治医、担当のケアマネージャー、地域連携室（すずらん）に

ご相談ください。

2 訪問リハビリテーションを利用するためには

3 訪問リハビリテーションに興味のある方



おわりに

はじめに

トリアージ

ホッ！得
健康にまつわる選りすぐりの知恵をご紹介

今

回

の

お

題

 

平
成
28
年
8
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た

内
閣
府
主
催
の
大
規
模
地
震
時
医
療

活
動
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
南
海

ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
広
域
搬
送

訓
練
が
主
な
目
的
で
、
三
重
県
で
は

北
勢
地
域
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
災

害
拠
点
病
院
、
災
害
医
療
支
援
病
院

（
当
院
）
が
搬
送
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
に
100
名
（
医
師
12

名
含
む
）
を
超
え
る
職
員
が
参
加

し
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
災
害
対
策

本
部
訓
練
に
加
え
て
多
数
傷
病
者
受

入
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は

奈
良
県
の
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

（
D
M
A
T
: D

isaster M
edical 

A
ssistance Team

）
の
受
け
入
れ
も

行
い
、
密
度
の
濃
い
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

　
災
害
が
起
こ
る
と
通
常
の
医
療
が

提
供
で
き
な
く
な
り
、
医
師
や
看
護

師
な
ど
限
ら
れ
た
人
数
の
ス
タ
ッ
フ

8 7

で
、
多
く
の
傷
病
者
に
対
応
し
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
は
、
優
先
順
位
を
決
め
て

対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
少
な
い
ス
タ
ッ

フ
で
ど
の
よ
う
に
傷
病
者
に
対
応
し

て
い
く
か
を
テ
ー
マ
に
多
数
傷
病
者

受
入
訓
練
を
お
こ
な
い
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

1　

ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
「
大
災
害
等

で
、
医
療
機
関
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
る
状
況
で
大
量
に
発
生
す
る
傷

病
者
に
対
し
て
、
限
り
あ
る
医
療
資

源
で
必
要
最
小
限
の
安
定
化
処
置

を
、
最
も
必
要
な
傷
病
者
に
対
し
て

効
率
よ
く
施
し
『
防
ぎ
え
た
災
害
死

を
極
力
減
ら
す
』
た
め
の
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
、
処
置
、
搬
送
な
ど
の
手

順
を
最
も
必
要
と
し
て
い
る
傷
病
者

を
選
定
す
る
作
業
（
優
先
順
位
を
つ

け
る
）
」
で
す
。
（
出
典
　
ト
リ
ア
ー

ジ
　
荘
道
社
　
2
0
1
4
よ
り
一
部

改
変
）

　
ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
る
優
先
順
位
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ

れ
ま
す
。

訓
練
は
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
た
。

ト
リ
ア
ー
ジ
ポ
ス
ト
（
ふ
る
い
分

け
）
、
赤
ゾ
ー
ン
、
黄
ゾ
ー
ン
、
に
そ

れ
ぞ
れ
に
医
師
1
名
、
看
護
師
1
名

が
チ
ー
ム
を
組
み
、
3
チ
ー
ム
ず
つ

編
成
し
、
各
ゾ
ー
ン
に
上
級
医
を

リ
ー
ダ
ー
医
師
と
し
て
配
置
し
ま
し

た
。
緑
ゾ
ー
ン
は
看
護
師
2
名
を
配

置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
搬
送
係
10

名
、
記
録
係
10
名
を
配
置
し
模
擬
患

者
を
使
い
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
事
前
に
ト
リ
ア
ー
ジ
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
、
訓
練
前
に

D
M
A
T
の
資
格
保
持
者
の
先
生
に

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
2
度

行
っ
て
頂
い
た
た
め
、
職
員
の
理
解

度
が
高
ま
り
、
終
了
時
に
は
約
70
名

の
傷
病
者
を
ト
リ
ア
ー
ジ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
当
院
の
防
災
対
策
」

2　

域
内
受
入
訓
練

四
日
市
市
防
災
行
政
無
線
（
M
C
A

無
線
）
を
使
用
し
て
、
事
前
に
患
者

受
入
可
否
の
連
絡
を
取
り
合
う
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
救
急
車
で

災
害
拠
点
病
院
よ
り
黄
色
患
者
2
名

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

3　

域
内
搬
送
訓
練

受
入
訓
練
と
同
様
に
M
C
A
無
線
を

使
用
し
て
、
事
前
に
患
者
受
入
可
否

の
連
絡
を
取
り
合
い
、
当
院
よ
り
救

急
車
で
災
害
拠
点
病
院
へ
赤
患
者
1

名
を
搬
送
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

広
域
災
害
で
は
、
医
療
機
関
相
互
の

連
携
に
よ
り
対
応
力
を
最
大
化
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
当
院
は
本
訓
練

実
施
以
前
か
ら
三
重
県
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
と
市
立
四
日
市
病
院
の
市

内
3
病
院
で
災
害
時
に
お
け
る
医
療

連
携
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
場
を

持
っ
て
き
ま
し
た
。
災
害
拠
点
病
院

は
赤
患
者
（
区
分
Ⅰ
）
、
災
害
医
療

支
援
病
院
は
黄
患
者
（
区
分
Ⅱ
）
を

受
け
持
つ
よ
う
役
割
分
担
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
災
害
用
カ
ル

テ
に
つ
い
て
も
標
準
化
し
た
も
の
を

導
入
し
、
今
回
の
訓
練
で
は
、
域
内

搬
送
訓
練
時
に
テ
ス
ト
運
用
を
行
い

ま
し
た
。
災
害
時
に
統
一
化
さ
れ
た

カ
ル
テ
を
運
用
す
る
こ
と
で
患
者
情

報
の
共
有
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
災

害
時
は
他
の
地
域
関
係
機
関
と
情
報

共
有
す
る
こ
と
も
大
切
で
、
四
日
市

医
師
会
で
は
、
災
害
時
に
緑
患
者

（
区
分
Ⅲ
）
が
拠
点
と
な
る
病
院
に

殺
到
し
な
い
よ
う
に
、
周
辺
に
応
急

救
護
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
方
に

は
、
こ
う
し
た
災
害
時
の
病
院
の
役

割
分
担
を
理
解
し
て
頂
く
こ
と
に
よ

り
、
医
療
を
継
続
し
て
提
供
し
て
い

け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
や
地
域
の
方
々
と
共
に
訓

練
を
継
続
し
て
い
き
、
大
規
模
な
災

害
が
起
こ
っ
て
も
、
災
害
医
療
支
援

病
院
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

主
任
臨
床
検
査
技
師
　
篠
原 

有
幸

トリアージポスト
一次トリアージ（START法）ふるい分け

トリアージ（赤ゾーン）２次トリアージ（黄ゾーン）

識別色

赤

黄

緑

黒

区分

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

0

傷病の状態の目安

迅速な救命処置を必要とする傷病者

呼吸停止、心停止

赤（区分Ⅰ）の後の外科的処置や救急処置が許
容される傷病者

赤（区分Ⅰ）及び黄赤（区分Ⅱ）の後の処置が許容
され、軽微な処置で対応可能または処置不要
の傷病者

出典　DMAT標準テキスト　へるす出版　2011
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はづの魅力

先
日
、
「
こ
ん
な
ん
初
め
て
や
〜
」
と
泣
き
な

が
ら
大
喜
び
し
て
頂
い
た
経
験
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
私
が
勤
め
る
老
人
保
健
施
設
で
の
お

誕
生
日
会
の
出
来
事
で
す
。
職
員
と
利
用
者

全
員
で
ケ
ー
キ
と
歌
で
盛
大
に
お
祝
い
し
ま

し
た
。
こ
の
様
に
、
施
設
で
は
入
所
さ
れ
て
い

る
方
に
笑
顔
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

思
考
を
凝
ら
し
た
夏
祭
り
や
運
動
会
を
、
ま

た
栄
養
管
理
室
と
協
力
し
、
月
1
回
い
つ
も
よ

り
豪
華
な
食
事
を
提
供
す
る
な
ど
、
様
々
な

催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
介
護
福
祉
士
と

し
て
約
4
年
が
経
ち
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
培
っ

た
経
験
は
、
利
用
者
の
方
々
に
教
わ
り
育
て
て

頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
楽
し
ん
で
頂
け
る
仕

事
を
し
て
い
き
ま
す
。

「
笑
顔
」

好
き
な
言
葉

好
き
な
言
葉

道
藤
　
佳
子

病
院
で
は
様
々
な
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い
る
中
、

臨
床
工
学
技
士
は
聞
き
な
れ
な
い
職
種
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
達
は
医
療
機
器
を
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
す
る
機
械
屋
の
面
と
透
析
関
連
や
心
臓
カ
テ

ー
テ
ル
関
連
、
呼
吸
療
法
関
連
な
ど
患
者
さ
ん

に
直
接
関
わ
る
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

医
療
行
為
や
医
療
機
器
は
安
全
で
正
し
く
動
作

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
皆
様
の
安
心
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

プ
ロ
意
識
を
も
っ
て
チ
ー
ム
医
療
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。「

あ
り
が
と
う
」

大
原
　
典
明

好
き
な
言
葉

好
き
な
言
葉

附
属
介
護
老
人
保
健
施
設
に
勤
務
し
て
三
年
目

に
な
り
ま
す
。
以
前
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

で
健
康
診
断
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
健
診
車

に
乗
っ
て
い
た
為
『
介
護
』
の
世
界
は
全
く
初

め
て
で
し
た
。
ま
ず
『
介
護
』
と
は
？
『
老
健
』

と
は
？
か
ら
始
ま
り
、
介
護
保
険
と
医
療
保
険

と
の
違
い
や
、
老
健
は
病
院
と
は
違
っ
て
生
活

を
す
る
場
所
で
あ
る
事
な
ど
、
最
近
に
な
っ
て

様
々
な
事
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
『
介
護
』
と
は
、
奥
深
く
利
用
者
に
と
っ

て
必
要
な
ケ
ア
も
様
々
で
、
生
活
し
て
い
く
上

で
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
今
以
上
自
身
の
知
識
を
深
め
る
と
共
に
、

こ
の
施
設
の
良
さ
を
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に

伝
え
ら
れ
る
様
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
関

わ
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 「

信
頼
」

好
き
な
言
葉

好
き
な
言
葉

　
　
　
　
　　

私
が
思
う
当
院
の
魅
力
は
、
部
門
を
超
え
た
職

員
間
の
協
力
が
大
切
と
な
る
、
患
者
さ
ん
を
中

心
と
し
た
「
チ
ー
ム
医
療
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

私
た
ち
臨
床
検
査
技
師
が
参
加
す
る
医
療
チ

ー
ム
に
は
、「
感
染
対
策
チ
ー
ム
」
や
「
糖
尿
病

療
養
指
導
」
、「
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
患
者
の
皆
さ
ん
と
の
関

わ
り
は
、
間
接
的
で
専
門
性
を
生
か
し
た
部
分

的
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
現
代
医
療
に
お
い

て
「
解
り
易
さ
」
を
求
め
る
声
の
高
ま
り
を
捉

え
て
、
今
後
、
我
々
が
前
向
き
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
チ
ー
ム
医
療
の
1
つ
に

「
検
査
説
明
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
医
師
の

指
導
の
下
、
患
者
さ
ん
と
対
面
し
検
査
の
意
義

や
必
要
性
、
ま
た
医
師
が
診
断
後
の
結
果
説
明

な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
医
師
支
援
の
み
な

ら
ず
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
っ
た
、
社
会

貢
献
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

検
査
部
で
は
こ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
医
療
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
当
院
の
理
念
で
あ
る

『
良
質
で
安
全
、
患
者
中
心
の
ゆ
と
り
の
あ
る

医
療
』
実
現
の
た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

馬
場
　
弘
次

「
日
々
感
謝
」

臨
床
検
査
部

臨
床
検
査
技
師
長

I love yokkaichi.

私
が
所
属
す
る
4
病
棟
は
、
外
科
単
一
病
棟
か
ら

昨
年
4
月
に
婦
人
科
と
泌
尿
器
科
が
加
わ
っ
て

混
合
病
棟
と
な
り
ま
し
た
。
馴
染
み
の
浅
い
診
療

科
で
し
た
が
、
今
年
2
月
よ
り
P
N
S
（
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
ナ
ー
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
し

て
、
安
全
な
看
護
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
P
N
S
と
は
、
従
来
、
単
独
で
あ
た

っ
て
い
た
業
務
を
ペ
ア
で
対
応
す
る
た
め
、
判
断

に
迷
う
時
や
処
置
に
あ
た
る
際
は
相
談
で
き
、
患

者
さ
ん
に
は
よ
り
安
全
を
、
看
護
師
は
安
心
感
を

得
て
仕
事
に
臨
め
る
仕
組
み
で
す
。
私
は
P
S
N

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
気
持
ち
の
ゆ
と
り
で
、
今
後

さ
ら
に
患
者
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
気
持
ち
に

寄
り
添
う
看
護
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
人
に
優
し
く
」

武
田
　
亜
弥

好
き
な
言
葉

好
き
な
言
葉

4
病
棟
　
看
護
師

臨
床
工
学
部

臨
床
工
学
技
士

介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
福
祉
士

田
中
　
敦
子

介
護
老
人
保
健
施
設

事
務
員

好
き
な
言
葉

好
き
な
言
葉
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温
か
い
お
言
葉
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
患
者
さ
ま
が
安
心
し
て
療
養
し
て
い

た
だ
け
る
看
護
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
階
外
来
で
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
診

療
情
報
案
内
を
優
先
し
て
表
示
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
の
放

映
は
申
し
訳
な
い
で
す
が
難
し
い
状
況
で

す
。

も
し
、
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、

正
面
玄
関
内
（
医
事
課
）
ま
た
は
３
階
の

売
店
横
の
食
堂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
待

合
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、

各
診
療
科
受
付
に
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

4
階
に
入
院
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
印
象
的
に
残
っ
た
の
は
、
看
護

師
さ
ん
た
ち
の
柔
ら
か
い
言
葉
づ
か
い
で
し
た
。
例
え
ば
、
座
浴
の
あ

と
ガ
ー
ゼ
を
何
回
も
何
回
も
交
換
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
が
お

世
話
に
な
っ
た
看
護
師
さ
ん
は
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
逆

に
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
は
い
、
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
か
、
「
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
」
と
優
し
く
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
他
に
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
看
護
師
さ
ん
の
お
か
げ
で
大
切
に
見
守
ら
れ

て
い
る
と
い
う
気
持
ち
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。                          
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。
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部 署 紹 介

介

「居宅介護支援センター」

　　　護が必要になっても、住み慣れたご自

宅で過ごせるよう支援する機関です。

在宅で介護を受ける方に、介護保険のケアプ

ランを作成します。

　毎月訪問し、プラン通りにサービスを受けて

いるかお聞きしたり、新たなサービスの要望を

お聞きしたりします。

　介護保険の更新手続きや、施設の紹介も

行っています。

　介護保険から負担されますので、ご自身はお

支払する費用はありません。

住み慣れたご自宅で
過ごせるように支援する

機関です。

居宅 介 支援護

ー よりン タセ
うう

居宅介護支援センター
ＴＥＬ　　０５９-３３４-３３８７　（直通）
ＦＡＸ　　０５９-３３４-３３７７
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介護保険サービス
利用するまでの手続きをご紹介します
介護保険サービスを

⑧１４⑦１３⑦１４

在宅介護支援センター
在宅介護支援センターをご紹介します

介護特集

在宅介護支援センターとは？

在宅介護支援センタ

在宅介護支援センターとは？セ支援 とセン護支宅介介護支援セン宅在宅介護支援センターとは？
　介護に関する相談や、福祉サービスを利用するための連絡や調整など、在宅
介護に関するあらゆる相談にのってくれる最も身近な相談窓口が在宅介護支援
センターです。
　市役所に代わって相談業務を行う公的な相談窓口ですので、お気軽に安心し
てご相談ください。

からだが弱ってき
た１人暮らしの母
の日常生活の援助
をお願いしたい

家族だけで父の介
護をしてきたが大
変で・・・

病院から退院した
がリハビリをした
い

たまには介護のこ
とを忘れて旅行に
でも行きたい

足腰が弱り家に閉じ
こもりがちの父に人
と接する時間をつく
ってあげたい

◆ご自分の地区がわからない場合などは、市役所介護・高齢福祉課（☎354-8170）まで
　お問合せください。

◆当院へのお問い合わせは「地域連携室　すずらん」までお問い合わせください
　　　　　　　　　　

地域包括支援センターの連絡先

寝たきりの母をお
風呂にいれてあげ
たい

       名　称　　　　  電話番号　  FAX番号　　　住　所　　　　担当地区
四日市市北　
地域包括支援センター 365-6215 365-6216 富田浜町26-14 市内北部

介護保険のサービスを利用するた
めには、支援や介護が必要かどう
か、どの程度の介護が必要かを認
定する要支援・要介護認定を受け
ていただく必要があります。ここで
は、手続きの流れを追ってみます。

市役所の介護・高齢福祉課認定審査係（354-8427）と、中部地区を除く各
地区市民センターにある申請書に必要事項を記入して提出します。

審査会は、保健・医療・福祉に関する専門家１００人で構成されており、５人１組
で審査を行います。

要支援1・2の認定を受けた人は介護予防サービスを、要介護1～５までの認定
を受けた人は介護サービスを利用できます。

居宅介護支援事業者に依頼し、本人や家族の希望をふまえ、それぞれの生活
や事情にあわせて介護サービスの利用予定表をつくります。計画を作成する費
用に利用者負担はありません。

介護サービスには居宅サービスと施設サービスがあり、サービスを利用するとき
には、１割または２割の利用者負担が必要です。
施設サービスを利用する人は、別に食費や居住費などが必要です。

四日市市社会福祉協議会の調査
員がご自宅へお伺いし、お体の状態
など７４項目についてお聞きします。

介護に関する医師の意見書を作
成してもらいます。

問い合わせ

☎059-331-6003
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2005年、環境省の主導のもと始まった「ノーネク

タイ・ノージャケットキャンペーンCOOL BIZ」。

10年以上経過した現在では当たり前になりまし

たね。そのクールビズも終わり、男性はネクタイ

を締める時期に突入です。さて、今回はこの『ネ

クタイ』にスポットをあててお送りします。

『ネクタイ』

ネクタイの最も古い起源は、2世紀初頭の

ローマの兵士たちの防寒具としてあった、

フォーカルと呼ばれる布が始まりとされてい

ます。その後、17世紀はルイ14世の時代にク

ロアチア兵がフランスを訪れた際に、首に

巻いていたスカーフが現在のネクタイの原

型として初めて登場しました。

ネクタイの歴史

1851年にジョン万次郎（中濱万次郎）に

よって、アメリカより持ち帰られたのが日本

におけるネクタイの始まりとなっています。

その後1884年に小山梅吉によって蝶ネクタ

イ国産第一号が生産されました。大正時代

の末期頃には洋服が普及していくこととな

り、それに合わせてネクタイも一般大衆へ

広まっていくことになります。その後は時代

の流れの中で様々な流行の変化などがあ

り、現在主流となっているネクタイの形に

なっていきました。

として

日本におけるネクタイの歴史

ネクタイって窮屈ですよね。では、なぜネクタイをしめるのでしょう？

現代においては、ネクタイはビジネスマンにとって欠かせないものと言えるでしょう。クールビズ

という言葉がすっかりと世の中に定着してきてはいるものの、やはり重要な商談や、大事なお客

様の前ではまだネクタイをすることは多く、会社で働くものにとって重要なアイテムであること

には変わりありません。スーツスタイルにおいては、中心部分に来るアイテムであ

り、どのようなネクタイを選択するかによって全体の印象は大きく変わるでしょう。

また、ビジネスシーン以外でもネクタイはその存在感を発揮するようになっていま

す。カジュアルな場面でもコーディネートアイテムの一つとして使われるようになり

ました。まだまだ今後も重要なアイテムとして注目されていくと言えるでしょう。

現代でのネクタイの位置づけ

今日はどんな
コーディネートが
いいかな～！？

ネクタ

現

管
理
栄
養
士
が
考
え
る
旬
の
健
康
食

おすすめ!!

秋刀魚の南蛮漬け

田代　佳代子栄養管理室　管理栄養士

焼
き
立
て
の
秋
刀
魚
を
漬
け
汁
に
つ
け
る
こ

と
で
合
わ
せ
調
味
料
の
砂
糖
が
溶
け
、
わ
ざ

わ
ざ
合
わ
せ
調
味
料
を
鍋
で
火
に
か
け
る
必

要
が
な
く
、
油
で
揚
げ
ず
に
簡
単
に
で
き
る

ヘ
ル
シ
ー
な
南
蛮
漬
け
で
す
。
材
料
は
、
秋

刀
魚
だ
け
で
な
く
生
鮭
や
鰯
な
ど
、
野
菜
は

冷
蔵
庫
に
余
っ
て
い
る
野
菜
な
ど
を
代
用
し

て
も
美
味
し
く
出
来
ま
す
。
甘
酢
が
お
好
き

な
方
は
砂
糖
を
大
さ
じ
１
〜
2
杯
増
や
し
て

お
好
み
の
味
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
。
　

★ポイント★

「
季
節
を
食
す
」

323kca
l

＜材料＞

4尾
１個

1/2本
2個

5～6ｃｍ
200ｃｃ
大さじ4
大さじ1
大さじ1
適量

秋刀魚
玉ねぎ
人参
ピーマン
だし昆布
　酢
　砂糖
　薄口醤油
　みりん
　柑橘類

秋刀魚の南蛮漬け
＜作り方＞
①だし昆布は２ｃｍ幅にハサミで切
り、Aの調味料と合わせて漬け汁
を作る。
②玉ねぎは半月の薄切り、人参、ピ
ーマンは5～7㎝長さの細切りに
する。
③秋刀魚は頭と腹ワタなどを取り除
き、腹から1/2に切り、水でよく洗
いキッチンペーパーなどで水気を
しっかりふきとる。
④③の秋刀魚を魚焼き器やグリルで
こんがりと焼き色がつくまで焼く。
⑤④の焼きあがった秋刀魚が熱いう
ちに①の漬け汁に漬ける。
⑥⑤に②の野菜も一緒に漬けこむ。
⑦2～3時間漬けこんで出来上がり。
⑧お好みで柑橘類の絞り汁を加えた
り、薄くスライスし漬けこむ。
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※表示カロリーは1人分

4人分

A



小児科

★町田　祐子 ★町田 祐子 ★町田 祐子

予防接種
（渥美）
14:00～予約

慢性疾患外来
(町田）
15:30～予約

慢性疾患外来
15:30～
予約

慢性疾患外来
（町田）
15:30～予約

副院長
渥美 伸一郎

副院長
渥美 伸一郎

乳幼児健診
（渥美）
14:00～予約

★＝部長　◆＝医長

診療科 月 火 水 木 金

副院長
梅枝 覚
14:00～予約

★北川 達士
AM　初診
14:00～乳腺予約

★山本 隆行
予約

★中山 茂樹

★中山 茂樹

名誉院長
松本 好市
予約

★北川 達士

馬場 卓也

◆肥満 智紀

★野地 みどり

鈴木 桜子

副院長
梅枝 覚
予約

副院長
梅枝 覚PM予約

★北川 達士

鳥井 孝宏 馬場 卓也

王 志明
第2週のみ

★野地 みどり

★山本 隆行
予約

下山　貴寛
外科
大腸肛門病
( I B D)
センター   

女性外来

総合健診科

ペインクリニック

呼吸器外科

緩和ケア外来

小西 邦彦
17:00～ 予約

坂倉 幸子
9:30～ 予約

★野地 みどり
外科

岩村 康一
健診後完全予約

岩村 康一
健診後完全予約

渡辺 省三
健診後完全予約

田中 元也
健診後完全予約

山脇 忠晴
予約

松本 好市
健診後完全予約

整形外科

産婦人科

泌尿器科

眼科

皮膚科

瀧川 慎也

★中 淳

★加藤 貴裕

★中野 めぐみ

相馬 信吾
予約

★北川 達士
予約

★小川 明人
再診予約

瀧川 慎也
再診予約 瀧川 慎也

◆後藤 幹伸 ◆後藤 幹伸
再診予約

樋口 恭仁子 米村 幸男

杉野 友亮

★中野 めぐみ
～11:00

間島 雄一
～11:00

水谷 仁
～11:00

波部　幸司
～11:00

★小川 明人

★小川 明人
14:00～
再診

★小川 明人
再診予約
14:00～
担当医
再診予約
14：00～
★中 淳

★加藤 貴裕

★中野 めぐみ

担　当　医

杉野 友亮

★中野 めぐみ

◆後藤 幹伸

★加藤 貴裕

★中野 めぐみ

耳鼻科

★山本 隆行
午後予約

下山　貴寛

◆肥満 智紀

相馬 信吾

★野地 みどり
PM検査

◆肥満 智紀

※木曜日は
ＯＰＥの
都合で
外来診察医師
が変わります。

★野地 みどり
再診予約

鈴木 桜子
PM再診予約

⑦１３⑦１７１８

●外来診療担当表 2016年9月30日現在

は初診です

樋口 恭仁子

応援医師

循環器科

リウマチ膠原病内科
(予約）

呼吸器科

腎・透析科

内科

総合診療科

消化器内科

診療科

初診

初診

初診

再診

再診

再診

糖尿病センター
(予約)

神経内科

月

★中島 滋人

★樋口 国博
再診予約

★中島 滋人
 再診予約

★樋口 国博 大原 和人孫 永基

孫 永基
AM 再診予約

担当医

竹井 謙之
予約

副院長
木村 光政
 再診予約

奥山 圭介
糖尿病

橘 径
PM 予約

火

杉本 龍亮
消化器科・一般

★佐藤 良子 三宅　真人

院長 住田 安弘
AM　糖尿病

水

田口 智博
初診・再診予約

安間 太郎
AM　糖尿病

三好 美穂
AM　糖尿病

島地 泰敏
甲状腺

田村 麻子
AM　予約

木

奥山 圭介
糖尿病

島地 泰敏
甲状腺

金

吉川 恭子
消化器科・一般

渡辺 省三
AM 再診予約

初診

再診

★川村 正樹 ★角田 健太郎 ★川村 正樹

杉浦 武
PM 再診予約

★山中　崇
AM再診予約

藤原 研太郎
PM　SAS

ペースメーカー
外来

ペースメーカー
外来

★佐藤 良子
初診予約

小寺 仁
再診予約

★佐藤 良子
再診予約

★佐藤 良子
再診予約

★佐藤 良子
再診予約

吉田 正道
11:00まで
診察受付

★水谷 安秀
食事指導外来
（月1回）

三宅 真人
初診

★水谷 安秀
再診予約

★水谷 安秀
第1・第3
再診予約

★山中 崇 ★山中 崇

★川村 正樹

油田 尚総
PM再診

中原 博紀
PM再診

★川村 正樹 ★川村 正樹★山中 崇 ★角田 健太郎

井本 一郎
消化器科・一般

岩佐 元雄
消化器科・一般

三好 美穂
糖尿病

CGM外来
13:00～14:00

奥山 圭介

渡辺 省三
消化器科・一般

三宅 真人
再診予約

★川村 正樹
　三好 美穂

※金曜初診
川村・三好は
週によりどち
らかの医師が
担当します

小寺 仁

小林 哲
10:30まで
診察受付

小寺  仁
再診予約

水谷 聡
PM 再診予約

水谷 聡
PM 再診予約

★樋口 国博
AM 再診予約

※担当医表は変更する場合がありますので詳しくはホームページをご覧ください

渡辺 省三
PM 再診予約

★石井 雅昭
予約

★石井 雅昭
予約

大原 和人
AM 再診予約

※月曜日の整形外科受診
には必ず紹介状が必
要です。



病院と地域を結ぶ

VOL.31
平成28年10月発行

◆
特
集
／
医
療
ア
ク
シ
ョ
ン

◆
特
集
／
医
療
ア
ク
シ
ョ
ン
！

◆
特
集
／
医
療
ア
ク
シ
ョ
ン
！

発行：四日市羽津医療センター
編集：四日市羽津医療センター広報委員会
〒510-0016　三重県四日市市羽津山町10番8号　
TEL 059-331-2000
URL http://www.yokkaichi.jcho.go.jp 
編集協力：TCK Nagoya

公 共 交 通 機 関 の ご 案 内

●近鉄阿倉川駅より西へ徒歩約8分

●近鉄四日市駅よりタクシーで約10分

●三重交通バス羽津山経由Jヒルズ行
 （病院前下車）

●生活バス（四日市羽津医療センター下車）

●東名阪、四日市東インターから約10分

四日市羽津医療センター 検 索
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2016秋

　　　　　　　　　猛暑の夏もようやく終わり、爽やかな季節となりました。今年開催の
リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックでは、数々の感動的シーンがあり、2020年
東京オリンピックへの期待が高まっています。健康志向の高まりとともに、運動への関心が
定着してきた今日この頃。食欲の秋も楽しみながら、自分なりに無理せずできる運動を考え、
健康的な毎日を送りたいものですね。

在
宅
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携
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羽津北小学校4年生の生徒さんが 当介護老人保
健施設に夏休みを利用し、慰問に来てくれました。

チビッコ カウボーイ
がやってきた!!

羽津北小学校校歌

生みの親と共に・・・

作詞者：荒木 浩子 様

荒木さんの孫 ：荒木 里佳子 様

     　　　　　(ソプラノ歌手)

披 露 内 容 
歌披露　3曲 ・ 校歌
手遊び　茶摘み
ダンス


